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この図中の点を，図6のように午前9時の
天気図に表われた低気圧の位置によってグル
ープ分けを行なってみた（点の位置が午前9
時の低気圧の中心の位置である)。
Aのグループは，富山に降水をもたらした
と考えられる低気圧の中心が,北緯37．以南に
現われているグループである。
同一の天気図に2化1以上の低気圧がある場
合は点線で結んであるが，気圧の谷を形成し
ている場合が多い。なお，前線は実線で結ん
である。
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このグループは，全般に降水中のナトリウ
ムイオン機度が低くシ平均温度差が大きくな
っても浪度は大きく上昇しない点が特徴であ
る。
また，ボⅡ成的には硫酸イオンが濃度の第一
成分となっている点などから，夏期の降水に
近い降水と考えることができる。
Bのグループは，低気圧の中心が北緯37．
～45.にかけて集まり，観測期間中に明確な冬
型の気圧配置が見られる。
また，平均温度差に対する濃度の上昇も大
きい。
Cのグループは低気圧が北緯45.以上にあ
る場合で，これまでの観測試料雲では点のバラ
ツキが大きく，Bのグループとの違いは，よ
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富山市での降水による海塩成分降下の特徴および,冬期降水11｣のナトリウムイオン波度に対する冬型強さの関係
くわからない。
その他，白抜きの点は，サンプルの採集の
都合上，2種類以上のグループの降水が混合
しているものである。
また，×のグループは平均温度差に対して
降水中のナトリウムイオン濃度が，ABCの
グループに比べて異常に高濃度になるグルー
プである。
この原因については，もう少し調査が必要
であるが，一部の試料については，降雨のあ
った日の最大風速の風向が北寄りとなってい
る。
一つある可能性として，富山での冬型気圧
配置での地上風は南寄りが主であるが，稀に
北よりの風が入ることがあり，この場合に相
当しているのではないかと考えられる。
この場合は，富山湾から海塩がまともに輸
送されることにより，降水中濃度も高くなる
ことが想像される。
ところで，Bのグループの回帰式を求める
と，
CXa.＝0．433×t－4．073
（r＝0.73）
cxa：冬期降水中ナトリウムイオン濃度
t：平均温度差
となり，ナトリウムイオン濃度がoになる点
の平均温度差は94℃となる。
高度1500メートルの気温が海面温度より
9℃低い場合，気温の低減率を0.6℃／100m
とすると，海水面温度と海水直上の気温がほ
ぼ同じとなる。
海水の蒸発量は海水温度と気温の差に依存
すると言われているが，これと同様に，海面
で形成された海塩エアロゾルを上空に運ぶ力
の存在も考られるのではないだろうか。
この件については別の機会に詳しく検討し
たい。
8§
結論
富山での夏期の降水は，溶存するナトリウ
ムイオンや塩化物イオンの濃度は低く，その
結果降下量も少ない。
また，ナトリウムイオンと塩化物イオンの
比は，海水の比よりも塩化物イオンがやや多
いが，海水組成に近い。
夏期の降水中のこれらのイオン濃度が低い
原因は，もととなる水蒸気の多くが南の太平
洋側から移動して来るためと考えられる。
このとき水蒸気を含んだ大気は，陸上を長
い距離移動するため，含んでいた海塩成分を
降り落としてしまい，富山では降水中のナト
リウムイオン等の濃度が極端に低下するもの
と考えられる。
また，富山の地形による特長として，上空
の風向が南よりの場合，地上も同じような方
向から風が吹くため(石森，1984)，夏期の降
水時には，大気全体が南の方から移動し，陸
から海に向けて風が吹くことになる。
このため，海塩の供給に関して，一般的な
夏期の降雨状況のもとでは，富山湾はあまり
寄与していない。
しかし，台風通過時などに北よりの風が入
って降雨があった場合，富山湾からの海塩の
供給量は多くなると考えられる。
一方，冬型の気圧配置のもとでは，上空に
北西の季節風が吹き，降水中の海塩成分の濃
度，降下量は増大する。
特に降下量については，この期間に降下す
るものが年間の降下量の大半を占める。
また，海塩成分の降下量は富山湾の海岸線
から離れるにしたがって減少する傾向がみら
れた。
しかし，雪雲が北西の季節風に乗って来る
とした場合，科文や月岡の位置では，石川県
の羽咋市あたりの海岸が雪雲に対する海岸線
と考えられる。この件については，酸性雨で
問題となっている冬期降水中の硫酸イオンの
朴木英治
長距離輸送の問題も含めて調査したい。
さて，科学文化センターでの降水中のナト
リウムイオンの濃度は，典型的な冬型の場合鷺
日本海ブイロボットによる海水表面温度と輪
島上空850mbの気温との差，平均温度差によ
って表すことが出来，この平均温度差が高い
ほど降水中のナトリウムイオンの濃度が高く
なる。
この関係を一降雨観測データを使ってもう
少し詳細に検討すれば，冬期の降水中のナト
リウムイオン濃度や降下量の推定の精度が上
がると考えられる。
また，ナトリウムイオンの降水中濃度と平
均温度差との比を見ることにより，夏型の降
水か，典型的な冬型によるものか，高濃度型
かが推定できると考えられるので，これらに
特徴的な大気の移動経路がわかれば，汚染物
質の移動に関する指標にも利用できるかもし
れない。
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ここに，厚くお礼申し上げます。
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